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(57)【要約】
【課題】駆動トランジスタの特性変化を補償できる有機
発光表示装置及びその駆動方法を提供する。
【解決手段】データ電圧に対応するデータ電流で発光素
子を発光させる駆動トランジスタを有する複数の画素を
含む表示パネルと、上記表示パネルの周囲に使用者が存
在しない時間区間の間、上記各画素に含まれた駆動トラ
ンジスタのしきい値電圧または移動度のうち少なくとも
１つを含む駆動トランジスタの特性を検出し、各画素に
含まれた駆動トランジスタの特性検出が完了すると、検
出結果に応じて入力データを補償して上記データ電圧を
生成するパネル駆動部と、上記表示パネルの周囲に使用
者が存在するか否かをセンシングし、センシング結果を
上記パネル駆動部に提供するセンサ部とを含む。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　データ電圧に対応するデータ電流で発光素子を発光させる駆動トランジスタを有する複
数の画素を含む表示パネルと、
　上記表示パネルの周囲に使用者が存在しない時間区間の間、上記各画素に含まれた駆動
トランジスタのしきい値電圧または移動度のうち少なくとも１つを含む駆動トランジスタ
の特性を検出し、各画素に含まれた駆動トランジスタの特性検出が完了すると検出結果に
応じて入力データを補償して上記データ電圧を生成するパネル駆動部と、
　上記表示パネルの周囲に使用者が存在するか否かをセンシングし、センシング結果を上
記パネル駆動部に提供するセンサ部と
を含むことを特徴とする有機発光表示装置。
【請求項２】
　上記パネル駆動部は、各水平ラインに含まれた画素の輝度及び周波数成分のうち少なく
とも１つによって各水平ライン別に上記駆動トランジスタの特性を検出するための検出順
序を決定することを特徴とする請求項１に記載の有機発光表示装置。
【請求項３】
　上記パネル駆動部は、各水平ラインに含まれた画素の平均輝度が高い水平ラインから低
い水平ラインの順に順次上記検出順序を決定することを特徴とする請求項２に記載の有機
発光表示装置。
【請求項４】
　上記パネル駆動部は、各水平ラインに含まれた画素の輝度値を周波数成分に変換して最
も高い周波数成分を各水平ラインの代表周波数値として決定し、代表周波数成分が高い水
平ラインから代表周波数成分が低い水平ラインの順に順次上記検出順序を決定することを
特徴とする請求項２に記載の有機発光表示装置。
【請求項５】
　上記センサ部は、熱センサ、赤外線センサ、及びフォトセンサのうち少なくとも１つを
用いて上記パネルの周囲に使用者が存在するか否かをセンシングすることを特徴とする請
求項１に記載の有機発光表示装置。
【請求項６】
　駆動中の表示パネルの周囲に使用者が存在しない時間区間の間、上記表示パネルに含ま
れた各画素の駆動トランジスタのしきい値電圧及び移動度のうち少なくとも１つを含む駆
動トランジスタの特性を検出する段階と、
　上記表示パネルに含まれた各画素の駆動トランジスタの特性が検出されると、検出結果
に応じて入力データを補償してデータ電圧を生成する段階と、
　上記データ電圧に対応するデータ電流を上記表示パネルに含まれた発光素子に供給して
上記発光素子を発光させる段階と
を含むことを特徴とする有機発光表示装置の駆動方法。
【請求項７】
　上記表示パネルの各水平ラインに含まれた画素の輝度及び周波数成分のうち少なくとも
１つによって水平ライン別に上記駆動トランジスタの特性の検出順序を決定する段階をさ
らに含むことを特徴とする請求項６に記載の有機発光表示装置の駆動方法。
【請求項８】
　上記駆動トランジスタの特性の検出順序を決定する段階において、
　各水平ラインに含まれた画素の平均輝度が高い水平ラインから低い水平ラインの順に順
次上記検出順序を決定することを特徴とする請求項７に記載の有機発光表示装置の駆動方
法。
【請求項９】
　上記駆動トランジスタの特性の検出順序を決定する段階において、
　各水平ラインに含まれた画素の輝度値を周波数成分に変換して最も高い周波数成分を各
水平ラインの代表周波数値に決定し、代表周波数成分が高い水平ラインから代表周波数成
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分が低い水平ラインの順に順次上記検出順序を決定することを特徴とする請求項７に記載
の有機発光表示装置の駆動方法。
【請求項１０】
　熱センサによって感知される温度変化またはフォトセンサによって撮影されるイメージ
変化を用いて上記表示パネルの周囲に使用者が存在するか否かを判断する段階をさらに含
むことを特徴とする請求項６に記載の有機発光表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機発光表示装置及びその駆動方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　最近、マルチメディアの発達とともに平板表示装置の重要性が増大している。これに応
じて液晶表示装置、プラズマ表示装置、有機発光表示装置などの平板表示装置が商用化さ
れている。このような、平板表示装置の中で有機発光表示装置は、高速の応答速度を有し
、消費電力が低く、自体発光タイプであって視野角に問題がないため、次世代の平板表示
装置として注目されている。
【０００３】
　一般的な有機発光表示装置は、複数の画素を含む表示パネルと各画素を発光させるパネ
ル駆動部を含む。ここで、各画素は、複数のデータラインと複数のゲートラインの交差に
よって定義される画素領域に形成される。
【０００４】
　このような各画素は、図１に示されたように、スイッチングトランジスタＳＴ、駆動ト
ランジスタＤＴ、キャパシタＣｓｔ、及び発光素子ＯＬＥＤを含む。
【０００５】
　スイッチングトランジスタＳＴは、ゲートラインＧに供給されるゲート信号ＧＳによっ
てスイッチングされてデータラインＤに供給されるデータ電圧Ｖｄａｔａを駆動トランジ
スタＤＴに供給する。
【０００６】
　駆動トランジスタＤＴは、スイッチングトランジスタＳＴから供給されるデータ電圧Ｖ
ｄａｔａによってスイッチングされて駆動電源(VDD)から発光素子ＯＬＥＤに流れるデー
タ電流(Ioled)を制御する。
【０００７】
　キャパシタＣｓｔは、駆動トランジスタＤＴのゲート端子とソース端子の間に接続され
て駆動トランジスタＤＴのゲート端子に供給されるデータ電圧Ｖｄａｔａに対応する電圧
を格納し、格納された電圧で駆動トランジスタＤＴをターン－オンさせる。
【０００８】
　発光素子ＯＬＥＤは、駆動トランジスタＤＴのソース端子とカソード電源ＶＳＳの間に
電気的に接続され、駆動トランジスタＤＴから供給されるデータ電流Ｉｏｌｅｄによって
発光する。
【０００９】
　このような一般的な有機発光表示装置の各画素は、データ電圧Ｖｄａｔａによる駆動ト
ランジスタＤＴのスイッチングを用いて駆動電源ＶＤＤから発光素子ＯＬＥＤに流れるデ
ータ電流Ｉｏｌｅｄの大きさを制御し、発光素子ＯＬＥＤを発光させることによって所定
の映像を表示するようになる。
【００１０】
　しかし、一般的な有機発光表示装置においては、薄膜トランジスタの製造工程の不均一
性によって駆動トランジスタＤＴの特性（例えば、しきい値電圧Ｖｔｈ／移動度）が駆動
トランジスタＤＴ別に異なるようになる問題がある。これによって、一般的な有機発光表
示装置においては、各画素の駆動トランジスタＤＴに同一のデータ電圧Ｖｄａｔａを印加
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しても発光素子ＯＬＥＤに流れる電流の偏差によって均一の画質を具現することができな
いという問題がある。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　本発明は、前述した問題を解決するためになされたものであって、駆動トランジスタの
特性変化を補償できる有機発光表示装置及びその駆動方法を提供することをその技術的課
題とする。
【００１２】
　また、本発明は、駆動トランジスタの特性変化の補償による画面の均一性（Uniformity
）変化を使用者が認知できなくする有機発光表示装置及びその駆動方法を提供することを
更なる技術的課題とする。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　上述した技術的課題を達成するための本発明の一側面による有機発光表示装置は、デー
タ電圧に対応するデータ電流で発光素子を発光させる駆動トランジスタを有する複数の画
素を含む表示パネルと、上記表示パネルの周囲に使用者が存在しない時間区間の間、上記
各画素に含まれた駆動トランジスタのしきい値電圧または移動度のうち少なくとも１つを
含む駆動トランジスタの特性を検出し、各画素に含まれた駆動トランジスタの特性検出が
完了すると、検出結果に応じて入力データを補償して上記データ電圧を生成するパネル駆
動部と、上記表示パネルの周囲に使用者が存在するか否かをセンシングし、センシング結
果を上記パネル駆動部に提供するセンサ部とを含むことを特徴とする。
【００１４】
　上述した技術的課題を達成するための本発明の他の側面による有機発光表示装置の駆動
方法は、駆動中の表示パネルの周囲に使用者が存在しない時間区間の間、上記表示パネル
に含まれた各画素の駆動トランジスタのしきい値電圧及び移動度のうち少なくとも１つを
含む駆動トランジスタの特性を検出する段階と、上記表示パネルに含まれた各画素の駆動
トランジスタの特性が検出されると、検出結果に応じて入力データを補償してデータ電圧
を生成する段階と、上記データ電圧に対応するデータ電流を上記表示パネルに含まれた発
光素子に供給して上記発光素子を発光させる段階とを含むことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によると、各画素から検出された駆動トランジスタの特性変化を入力データに反
映させることによって、各画素に含まれた駆動トランジスタの特性変化を周期的またはリ
アルタイムで補償し、輝度の均一度を向上させることができるという効果がある。
【００１６】
　また、本発明によると、表示パネルの周囲に使用者が存在しない時間区間の間にのみ駆
動トランジスタの特性変化を検出し、全ての駆動トランジスタの特性変化検出が完了した
以後に各駆動トランジスタの特性変化が補償されるため、駆動トランジスタの特性変化の
補償によって発生する画面の均一性(Uniformity)変化を使用者が認知できなくなり、これ
によって有機発光表示装置を通じて表示される映像の画質満足度を向上させることができ
るという効果がある。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】一般的な有機発光表示装置の画素構造を説明するための回路図である。
【図２】本発明の一実施例による有機発光表示装置を説明するための図面である。
【図３】熱センサを用いて使用者が存在するか否かを判断する方法を示す図面である。
【図４Ａ】フォトセンサを用いて使用者が存在するか否かを判断する方法を示す図面であ
る。
【図４Ｂ】フォトセンサを用いて使用者が存在するか否かを判断する方法を示す図面であ
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る。
【図４Ｃ】フォトセンサを用いて使用者が存在するか否かを判断する方法を示す図面であ
る。
【図５Ａ】センサ部の設置位置を例示的に示す図面である。
【図５Ｂ】センサ部の設置位置を例示的に示す図面である。
【図５Ｃ】センサ部の設置位置を例示的に示す図面である。
【図５Ｄ】センサ部の設置位置を例示的に示す図面である。
【図６】本発明が適用されることができる有機発光表示装置の一例を示す図面である。
【図７】図６に示された画素構造を説明するための回路図である。
【図８】図６に示されたカラム(column)駆動部を説明するための図面である。
【図９】図６に示されたタイミング制御部を説明するための図面である。
【図１０】本発明の一例による有機発光表示装置の表示モード時の駆動波形を示す波形図
である。
【図１１】本発明の一例による有機発光表示装置の検出モード時の駆動波形を示す波形図
である。
【図１２】本発明の一実施例による有機発光表示装置の駆動方法を示すフローチャートで
ある。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　本明細書で各図面の構成要素に参照番号を付加するにおいて、同一の構成要素に限って
は、たとえ異なる図面上に表示されてもできる限り同一の番号を有していることに留意す
べきである。
【００１９】
　一方、本明細書において記述される用語の意味は次の通り理解されるべきである。単数
の表現は文脈上明確に異なるように定義しない限り複数の表現を含むものと理解されるべ
きであり、「第１」、「第２」などの用語は１つの構成要素を他の構成要素と区別するた
めのものであって、これらの用語によって権利範囲が限定されてはならない。
【００２０】
　「含む」または「有する」などの用語は１つまたはそれ以上の他の特徴や数字、段階、
動作、構成要素、部分品またはこれらを組み合わせたものの存在または付加可能性を予め
排除しないものと理解されなければならない。
【００２１】
　「少なくとも１つ」という用語は１つ以上の関連項目から提示可能な全ての組合わせを
含むものと理解されなければならない。例えば、「第１項目、第２項目及び第３項目のう
ち少なくとも１つ」という意味は、第１項目、第２項目または第３項目それぞれだけでな
く第１項目、第２項目及び第３項目のうち２つ以上から提示されることができる全ての項
目の組合わせを意味する。
【００２２】
　以下、添付される図面を参照して本発明の実施例について詳細に説明する。図２は、本
発明の一実施例による有機発光表示装置を説明するための図面である。図２を参照すると
、本発明の一実施例による有機発光表示装置は、表示パネル１１０、パネル駆動部１２０
、及びセンサ部１３０を含む。まず、表示パネル１１０は複数の画素(P)を含む。複数の
画素Ｐそれぞれに含まれた発光素子は、各画素Ｐに含まれた駆動トランジスタＤＴから出
力されるデータ電流によって発光するようになる。
【００２３】
　次に、パネル駆動１２０は、表示パネル１１０を表示モードで駆動したり検出モードで
駆動する。ここで、表示モードとは、入力データにより各画素Ｐに含まれた発光素子を発
光させることによって所定の映像が表示されるようにするモードを意味する。検出モード
とは、各画素Ｐに含まれた駆動トランジスタＤＴのしきい値電圧及び移動度のうち少なく
とも１つを含む駆動トランジスタＤＴの特性（以下、「駆動トランジスタ（ＤＴの特性」
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という）を検出するモードを意味する。
【００２４】
　このように、パネル駆動１２０は、検出モードで検出された駆動トランジスタＤＴの特
性を入力データに反映させて駆動トランジスタＤＴの特性変化を補償する。これにより，
以後の表示モードでは、駆動トランジスタＤＴの特性変化が反映された入力データによっ
て各画素Ｐに含まれた発光素子が発光される。
【００２５】
　特に、本発明によるパネル駆動１２０は、表示パネル１１０の周囲に使用者が存在しな
い時間区間の間にのみ各画素Ｐに含まれた駆動トランジスタＤＴの特性を検出するように
なる。即ち、パネル駆動１２０は、表示パネル１１０の周囲に使用者が存在しない時間区
間の間にのみ表示パネル１１０を検出モードで駆動し、表示パネル１１０の周囲に使用者
が存在する時間区間の間は表示パネル１１０を表示モードで駆動するようになる。
【００２６】
　このような実施例によると、パネル駆動１２０は、表示パネル１１０に含まれた全ての
画素Ｐの駆動トランジスタＤＴの特性検出が完了した以後に、検出結果に応じて入力デー
タを補償し、補償された入力データをデータ電圧に変換して表示パネル１１０に印加する
ようになる。
【００２７】
　パネル駆動１２０は、表示パネル１１０の周囲に使用者が存在しない時間区間の間に駆
動トランジスタＤＴの特性を検出する際に、ブランク期間ごとに表示パネル１１０に含ま
れた複数の水平ラインのうち１つの水平ラインに含まれた画素Ｐの駆動トランジスタＤＴ
の特性を検出し、このような方法で複数のフレームのブランク期間にわたり表示パネル１
１０の全ての画素Ｐの駆動トランジスタＤＴの特性を検出する。
【００２８】
　一実施例において、パネル駆動１２０は、各水平ラインに含まれた画素Ｐの輝度及び周
波数成分によって各水平ライン別に駆動トランジスタの特性を検出するための検出順序を
決定し、表示パネル１１０の周囲に使用者が存在しない時間区間の間に、検出順序に従っ
て順次各水平ラインに含まれた画素Ｐの駆動トランジスタＤＴの特性を検出することがで
きる。
【００２９】
　例えば、パネル駆動１２０は、各水平ラインを各水平ラインに含まれた画素Ｐの平均輝
度順に羅列し、各水平ラインに含まれた画素Ｐの平均輝度が高い水平ラインから低い水平
ラインの順に順次検出順序を決定することができる。
【００３０】
　他の例として、パネル駆動１２０は、各水平ラインに含まれた画素Ｐの輝度値を周波数
成分に変換した時に最も高い周波数成分を各水平ラインの代表周波数値として決定し、代
表周波数値が高い水平ラインから低い水平ラインの順に順次検出順序を決定することがで
きる。
【００３１】
　次に、センサ部１３０は、多様なセンサを用いて表示パネル１１０の周囲に使用者が存
在するか否かをセンシングし、センシング結果をパネル駆動１２０に伝達する。一実施例
において、センサ部１３０は、熱センサ、赤外線センサ、及びフォトセンサのうち少なく
とも１つを用いて表示パネル１１０の周囲に使用者が存在するか否かをセンシングするこ
とができる。
センサ部１３０が熱センサを用いて具現される場合、熱センサによって感知される温度変
化を用いて表示パネル１１０の周囲に使用者が存在するか否かを判断するようになる。
【００３２】
　例えば、図３の（ａ）に示されたように温度変化が感知されない場合には、表示パネル
１１０の周囲に使用者がいないと判断し、図３の（ｂ）に示されたように温度変化が感知
されると、表示パネル１１０の周囲に使用者が存在するものと判断して、その結果をパネ
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ル駆動１２０に伝達する。
【００３３】
　また、センサ部１３０がフォトセンサを用いて具現される場合、フォトセンサを用いて
撮影されたＮ－１番目のイメージとＮ番目のイメージを比較して表示パネル１１０の周囲
に使用者が存在するか否かを判断するようになる。
【００３４】
　例えば、センサ部１３０は、図４Ａに示されたようなＮ－１番目の撮影イメージと図４
Ｂに示されたようなＮ番目の撮影イメージを用いて図４Ｃに示されたようなＮ－１番目の
イメージとＮ番目のイメージ間の差イメージを算出し、これを通じて使用者の動きや目の
まばたきなどのような変化を確認することによって、表示パネル１１０の周囲に使用者が
存在するか否かを判断するようになる。
【００３５】
　一方、図示されていないが、センサ部１３０が赤外線センサを用いて具現される場合、
赤外線センサに含まれた発光部から発生して受光部を通じて再度受信される信号の強度が
予め定められた値以下の場合には、表示パネル１１０の周囲に使用者がいないと判断し、
受光部に受信される信号の強度が予め定められた値を超える場合には、表示パネル１１０
の周囲に使用者がいると判断する。
【００３６】
　赤外線センサの場合、赤外線センサの前方に特定の客体が存在すると発光部から発生し
た信号が特定の客体によって反射されて受光部を通じて受信されるため信号の強度が強く
、赤外線センサの前方に特定の客体が存在しないと発光部から発生した信号が赤外線セン
サが設けられた面の反対面によって反射されて受光部を通じて受信されるため受信される
信号の強度が弱かったり、反対面が存在しない場合には該当信号が受光部を通じて再度受
信されないという原理に基づいたものである。
【００３７】
　一方、このようなセンサ部１３０は、有機発光表示装置の多様な位置に設けられる。例
えば、センサ部１３０は、図５Ａに示されたように有機発光表示装置５００の下端に設け
られたり、図５Ｂに示されたように有機発光表示装置５００の下端の左右側にそれぞれ設
けられたり、図５Ｃに示されたように有機発光表示装置５００の据付台５１０に設けられ
る。
【００３８】
　他の例として、センサ部１３０は、図５Ｄに示されたように有機発光装置５００を遠隔
で駆動させるためのリモコン５２０に設けられることもできる。この場合、センサ部１３
０は、センシング結果を無線でパネル駆動１２０に転送するようになる。
【００３９】
　上述したように、本発明によると、センサ部１３０によって表示パネル１１０の周囲に
使用者が存在するか否かがセンシングされ、表示パネル１１０の周囲に使用者が存在しな
い時間区間の間にのみパネル駆動１２０が表示パネル１１０を検出モードで動作するよう
にし、全ての画素Ｐに含まれた駆動トランジスタＤＴの特性検出が完了すると、これを入
力データに反映させて画素Ｐを駆動するため、使用者が入力データの補償による画面の不
均一性を認知できなくなり、映像画質に対する満足度を向上させることができるようにな
る。
【００４０】
　以下、図６～図１１を参照して上述した特徴が適用された有機発光装置の構成を例とし
て説明する。図６は、本発明の一例による有機発光表示装置の構成を説明するための図面
であり、図７は、図６に示された画素構造を説明するための回路図である。
【００４１】
　表示パネル１１０は複数の画素Ｐを含む。複数の画素Ｐは、互いに交差する複数のゲー
トライングループＧ１～Ｇｍ、複数のデータラインＤ１～Ｄｎ、複数のデータラインＤ１
～Ｄｎに並んだ複数の検出ラインＭ１～Ｍｎ、及び複数のゲートライングループＧ１～Ｇ
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ｍに並んだ複数の駆動電源ラインＰＬ１～ＰＬｍによって定義される画素領域に形成され
る。
【００４２】
　まず、複数の画素Ｐそれぞれは、画素回路ＰＣ及び発光素子ＯＬＥＤを含む。この時、
複数の画素Ｐそれぞれは、赤色画素、緑色画素、青色画素、及び白色画素のうちいずれか
１つであることができる。１つの映像を表示する１つの単位画素は、隣接した赤色画素、
緑色画素、及び青色画素を含んだり、隣接した赤色画素、緑色画素、青色画素、及び白色
画素を含むことができる。
【００４３】
　一実施例において、画素回路ＰＣは、第１スイッチングトランジスタＳＴ１、第２スイ
ッチングトランジスタＳＴ２、駆動トランジスタＤＴ、及びキャパシタＣｓｔを含むこと
ができる。ここで、トランジスタＳＴ１，ＳＴ２，ＤＴは、Ｎ型薄膜トランジスタＴＦＴ
であって、ａ－Ｓｉ ＴＦＴ、ｐｏｌｙ－Ｓｉ ＴＦＴ、Ｏｘｉｄｅ ＴＦＴ、Ｏｒｇａｎ
ｉｃ ＴＦＴなどである。
【００４４】
　第１スイッチングトランジスタＳＴ１は、第１ゲートラインＧａに接続されたゲート電
極、隣接したデータラインＤｉに接続された第１電極、及び駆動トランジスタＤＴのゲー
ト電極である第１ノードｎ１に接続された第２電極を含む。このような上記第１スイッチ
ングトランジスタＳＴ１は、第１ゲートラインＧａに供給されるゲートオン電圧に応じて
データラインＤｉに供給されるデータ電圧Ｖｄａｔａを第１ノードｎ１、即ち駆動トラン
ジスタＤＴのゲート電極に供給する。
【００４５】
　第２スイッチングトランジスタＳＴ２は、第２ゲートライＧｂに接続されたゲート電極
、隣接した検出ラインＭｉに接続された第１電極、及び駆動トランジスタＤＴのソース電
極である第２ノードｎ２に接続された第２電極を含む。このような第２スイッチングトラ
ンジスタＳＴ２は、第２ゲートライＧｂに供給されるゲートオン電圧に応じて検出ライン
Ｍｉに供給される基準電圧Ｖｒｅｆ（またはプリチャージング電圧Ｖｐｒｅ）を第２ノー
ドｎ２、即ち駆動トランジスタＤＴのソース電極に供給する。
【００４６】
　キャパシタＣｓｔは、駆動トランジスタＤＴのゲート電極とソース電極、即ち第１及び
第２ノードｎ１，ｎ２間に接続される第１及び第２電極を含む。このようなキャパシタＣ
ｓｔは、第１及び第２ノードｎ１，ｎ２それぞれに供給される電圧の差電圧を充電した後
、充電された電圧によって駆動トランジスタＤＴをスイッチングさせる。
【００４７】
　駆動トランジスタＤＴは、第１スイッチングトランジスタＳＴ１の第２電極とキャパシ
タＣｓｔの第１電極に共通に接続されたゲート電極、第２スイッチングトランジスタＳＴ
２の第１電極とキャパシタＣｓｔの第２電極及び発光素子ＯＬＥＤに共通に接続されたソ
ース電極、及び駆動電源ラインＰＬｉに接続されたドレイン電極を含む。このような駆動
トランジスタＤＴは、キャパシタＣｓｔの電圧によりターン－オンされることによって駆
動電源ラインＰＬｉから発光素子ＯＬＥＤに流れる電流量を制御する。
【００４８】
　上述した実施例においては、画素回路ＰＣが３つのトランジスタと１つのキャパシタで
構成されるものと説明したが、画素回路ＰＣを構成するトランジスタ及びキャパシタの数
は多様な変形が可能である。
【００４９】
　発光素子ＯＬＥＤは、画素回路ＰＣ、即ち駆動トランジスタＤＴから供給されるデータ
電流Ｉｏｌｅｄにより発光してデータ電流Ｉｏｌｅｄに対応する輝度を有する単色光を放
出する。このために、発光素子ＯＬＥＤは、画素回路ＰＣの第２ノードｎ２に接続された
アノード電極（図示せず）、アノード電極上に形成された有機層（図示せず）、及び有機
層上に形成されてカソード電源ＶＳＳが供給されるカソード電極（図示せず）を含む。こ
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の時、有機層は、正孔輸送層／有機発光層／電子輸送層の構造または正孔注入層／正孔輸
送層／有機発光層／電子輸送層／電子注入層の構造を有するように形成されることができ
る。さらに、上記有機層は、有機発光層の発光効率及び／又は寿命などを向上させるため
の機能層をさらに含んで構成されることができる。そして、カソード電極は、複数の画素
Ｐそれぞれに個別に形成されたり、複数の画素Ｐに共通に接続されるように形成されるこ
とができる。
【００５０】
　複数のゲートライングループＧ１～Ｇｍそれぞれは、表示パネル１１０の第１方向、例
えば横方向に沿って並んで形成される。この時、複数のゲートライングループＧ１～Ｇｍ
それぞれは、互いに隣接した第１及び第２ゲートラインＧａ、Ｇｂから構成される。この
ような、各ゲートライングループＧ１～Ｇｍの第１及び第２ゲートラインＧａ、Ｇｂには
、パネル駆動１２０から互いに異なる第１及び第２ゲート信号が個別に供給される。
【００５１】
　複数のデータラインＤ１～Ｄｎそれぞれは、複数のゲートライングループＧ１～Ｇｍそ
れぞれと交差するように表示パネル１１０の第２方向、例えば縦方向に沿って並んで形成
される。このような各データラインＤ１～Ｄｎには、パネル駆動１２０からデータ電圧Ｖ
ｄａｔａが個別に供給される。
【００５２】
　一実施例において、複数のデータラインＤ１～Ｄｎを通じて各画素Ｐに供給されるデー
タ電圧Ｖｄａｔａは、該当画素Ｐに含まれた駆動トランジスタＤＴの特性変化が補償され
たデータ電圧であることができる。この時、駆動トランジスタＤＴの特性は、駆動トラン
ジスタのしきい値電圧及び駆動トランジスタの移動度のうち少なくとも１つを含むことが
できる。
【００５３】
　複数の検出ラインＭ１～Ｍｎそれぞれは、複数のデータラインＤ１～Ｄｎそれぞれと並
んで形成される。このような各検出ラインＭ１～Ｍｎには、パネル駆動１２０から基準電
圧Ｖｒｅｆまたはプリチャージング電圧Ｖｐｒｅが選択的に供給される。この時、基準電
圧Ｖｒｅｆは、各画素Ｐのデータ充電期間の間に各検出ラインＳ１～Ｓｎに供給され、プ
リチャージング電圧Ｖｐｒｅは、各画素Ｐの駆動トランジスタＤＴの特性を検出する検出
期間のうち一部期間の間に検出ラインＭ１～Ｍｎに供給される。
【００５４】
　複数の駆動電源ラインＰＬ１～ＰＬｍそれぞれは、複数のゲートライングループＧ１～
Ｇｍそれぞれと並んで形成される。各駆動電源ラインＰＬ１～ＰＬｍには、パネル駆動１
２０から一定の電圧レベルを有する駆動電源ＶＤＤが供給される。パネル駆動１２０は、
カラム（column）駆動部１２２、ロウ（row）駆動部１２４、及びタイミング制御部１２
６を含む。
【００５５】
　カラム（column）駆動部１２２は、複数のデータラインＤ１～Ｄｎに連結され、タイミ
ング制御部１２６のモード制御によって表示モードと検出モードで動作する。この時、表
示モードは、各画素Ｐをデータ充電期間及び発光期間に駆動できる。そして、検出モード
は、各画素Ｐを初期化期間、検出電圧充電期間、及び電圧検出期間に駆動できる。
【００５６】
　表示モード時、カラム（column）駆動部１２２は、各画素Ｐのデータ充電期間ごとに基
準電圧Ｖｒｅｆを検出ラインＭ１～Ｍｎに供給すると同時に、タイミング制御部１２６か
ら供給される画素データＤＡＴＡをデータ電圧Ｖｄａｔａに変換して該当データラインＤ
１～Ｄｎに供給する。
【００５７】
　検出モード時、カラム（column）駆動部１２２は、別途の検出期間ごとにプリチャージ
ング電圧Ｖｐｒｅを検出ラインＭ１～Ｍｎに供給すると同時に、タイミング制御部１２６
から供給される検出用画素データＤＡＴＡを検出用データ電圧Ｖｄａｔａに変換して該当
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データラインＤ１～Ｄｎに供給する。その後、カラム（column）駆動部１２２は、プリチ
ャージング電圧Ｖｐｒｅと検出用データ電圧Ｖｄａｔａによって各画素Ｐの駆動トランジ
スタＤＴに流れる電流に対応する電圧が各検出ラインＭ１～Ｍｎに充電されるように各検
出ラインＭ１～Ｍｎをフローティング（floating）させる。以後、カラム（column）駆動
部１２２は、各検出ラインＭ１～Ｍｎに充電された電圧を検出し、検出された電圧を各画
素Ｐの駆動トランジスタＤＴの特性（しきい値電圧及び移動度のうち少なくとも１つ）に
対応する検出データＤｓｅｎに変換してタイミング制御部１２６に提供する。
【００５８】
　ロウ（row）駆動部１２４は、複数のゲートライングループＧ１～Ｇｍに連結され、タ
イミング制御部１２６のモード制御によって表示モードと検出モードに動作する。表示モ
ード時、ロウ（row）駆動部１２４は、タイミング制御部１２６から供給されるゲート制
御信号ＧＣＳによって１水平期間ごとにゲートオン電圧レベルの第１及び第２ゲート信号
ＧＳａ，ＧＳｂを生成し、ゲートライングループＧ１～Ｇｍに順次供給する。この時、第
１及び第２ゲート信号ＧＳａ，ＧＳｂそれぞれは、各画素Ｐのデータ充電期間の間ゲート
オン電圧レベルを有し、各画素Ｐの発光期間の間ゲートオフ電圧レベルを有する。このよ
うなゲート駆動部１２４ａは、ゲート制御信号ＧＣＳによってゲートライングループＧ１
～Ｇｍそれぞれに供給される第１及び第２ゲート信号ＧＳａ，ＧＳｂを順次出力するシフ
トレジスタであることができる。
【００５９】
　一方、ゲート駆動部１２４ａは、第１及び第２ゲート信号ＧＳａ，ＧＳｂのゲートオン
電圧レベルの幅をそれぞれ異なるように生成することもでき、隣接したゲートライングル
ープＧ１～Ｇｍそれぞれに供給されるゲートオン電圧レベルの第１及び第２ゲート信号Ｇ
Ｓａ，ＧＳｂが少なくとも１水平期間の間重畳するように生成することもできる。
【００６０】
　検出モード時、ロウ（row）駆動部１２４は、各画素Ｐの初期化期間及び検出電圧充電
期間それぞれごとにゲートオン電圧レベルの第１及び第２ゲート信号ＧＳａ，ＧＳｂを生
成して複数のゲートライングループＧ１～Ｇｍそれぞれに供給し、各画素Ｐの電圧検出期
間ごとにゲートオフ電圧レベルの第１ゲート信号ＧＳａとゲートオン電圧レベルの第２ゲ
ート信号ＧＳｂを生成して複数のゲートライングループＧ１～Ｇｍそれぞれに供給する。
一方、ロウ（row）駆動部１２４は、集積回路（IC）状に形成されたり、各画素Ｐのトラ
ンジスタ形成工程とともに表示パネル１１０の基板に直接形成されて第１～第mゲートラ
イングループＧ１～Ｇｍそれぞれの一側に接続されることができる。
【００６１】
　ロウ（row）駆動部１２４は、複数の駆動電源ラインＰＬ１～ＰＬｍそれぞれに連結さ
れ、外部の電源供給部（図示せず）から供給される駆動電源を複数の駆動電源ラインＰＬ
１～ＰＬｍそれぞれに伝達する。
【００６２】
　タイミング制御部１２６は、カラム（column）駆動部１２２とロウ（row）駆動部１２
４それぞれを表示モードで動作させ、センサ部１３０から伝達されるセンシング結果に応
じて駆動トランジスタの特性を検出するか否かを決定し、駆動トランジスタの特性検出が
決定されると、カラム（column）駆動部１２２とロウ（row）駆動部１２４それぞれを検
出モードで動作させる。
【００６３】
　一実施例において、タイミング制御部１２６は、センサ部１３０によって表示パネル１
１０の周囲に使用者が存在しないものと判断される時間区間の間にのみ駆動トランジスタ
の特性を検出できる。この時、駆動トランジスタの特性検出は、表示パネル１１０に映像
を表示するフレームのブランク期間で遂行されることができる。　
【００６４】
　具体的には、タイミング制御部１２６は、ブランク期間ごとに１つの水平ラインに形成
された画素Ｐの駆動トランジスタＤＴの特性を検出し、このような方法で複数のフレーム
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のブランク期間にわたり表示パネル１１０の全ての画素Ｐの駆動トランジスタＤＴの特性
を検出する。
【００６５】
　上述した実施例においては、タイミング制御部１２６がセンサ部１３０のセンシング結
果に応じて駆動トランジスタの特性を検出するか否かを決定するものと記載したが、変形
された実施例においては、駆動トランジスタの特性検出は使用者によって決定されたり予
め定められた周期ごとに遂行されることもできる。例えば、駆動トランジスタの特性検出
は、表示パネル１１０の初期駆動時点や表示パネル１１０の長時間駆動後終了時点で行わ
れることができる。この場合、タイミング制御部１２６は、表示パネル１１０の１つのフ
レーム間表示パネル１１０の全ての画素Ｐの駆動トランジスタＤＴの特性を検出する。
【００６６】
　表示モード時、タイミング制御部１２６は、外部、即ちシステム本体（図示せず）また
はグラフィックカード（図示せず）から入力されるタイミング同期信号ＴＳＳに基づいて
、１水平期間単位に各ゲートライングループＧ１～Ｇｍに接続された各画素Ｐをデータ充
電期間及び上記発光期間に駆動させるためのデータ制御信号ＤＣＳ及びゲート制御信号Ｇ
ＣＳを生成し、これを用いてカラム（column）駆動部１２２とロウ（row）駆動部１２４
それぞれの駆動を表示モードに制御する。
【００６７】
　また、表示モード時、タイミング制御部１２６は、検出モードによってカラム（column
）駆動部１２２から提供された各画素Ｐの検出データＤｓｅｎに基づいて、外部から入力
される入力データＩｄａｔａを補正して画素データＤＡＴＡを生成し、生成された画素デ
ータＤＡＴＡをカラム駆動部１２２に供給する。この時、各画素Ｐに供給される画素デー
タＤＡＴＡは、上記入力データＩｄａｔａに各画素Ｐの駆動トランジスタＤＴの特性変化
に対応する上記検出データＤｓｅｎが反映された階調値を有する。
【００６８】
　ここで、入力データＩｄａｔａは、１つの単位画素に供給される赤色、緑色、及び青色
の入力データから構成されることができる。そして、単位画素が赤色画素、緑色画素、及
び青色画素から構成される場合、１つの画素データＤＡＴＡは赤色、緑色、または青色の
データであることができる。一方、単位画素が赤色画素、緑色画素、青色画素及び白色画
素から構成される場合、１つの画素データＤＡＴＡは赤色、緑色、青色、または白色のデ
ータであることができる。
【００６９】
　検出モード時、タイミング制御部１２６は、タイミング同期信号ＴＳＳ及び予め決定さ
れている各水平ラインの検出順序に基づいて、検出対象となる水平ラインに対応するゲー
トライングループＧ１～Ｇｍに接続された各画素Ｐの駆動トランジスタＤＴの特性を検出
するためのデータ制御信号ＤＣＳ及びゲート制御信号ＧＣＳを生成し、これを用いてカラ
ム（column）駆動部１２２とロウ（row）駆動部１２４それぞれの駆動を検出モードに制
御する。
【００７０】
　タイミング同期信号ＴＳＳは、垂直同期信号Ｖｓｙｎｃ、水平同期信号Ｈｓｙｎｃ、デ
ータイネーブルＤＥ、クロックＤＣＬＫなどであることができる。ゲート制御信号ＧＣＳ
は、ゲートスタート信号、及び複数のクロック信号などから構成されることができ、デー
タ制御信号ＤＣＳは、データスタート信号、データシフト信号、及びデータ出力信号など
から構成されることができる。
【００７１】
　検出モード時、タイミング制御部１２６は、設定された検出用データを生成してカラム
（column）駆動部１２２に供給する。一方、図２においては，カラム（column）駆動部１
２２が複数のデータラインＤ１～Ｄｎの一側に接続されるものと示したが、これに限定さ
れずに、データ電圧Ｖｄａｔａの電圧降下を最小化するために複数のデータラインＤ１～
Ｄｎそれぞれの両側に接続されることができる。これと同様に、ロウ（row）駆動部１２
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４もゲート信号の電圧降下及び駆動電源ＶＤＤの電圧降下を最小化するために複数のゲー
トライングループＧ１～Ｇｍと複数の駆動電源ラインＰＬ１～ＰＬｍそれぞれの両側に接
続されることができる。
【００７２】
　図８は、図６に示されたカラム（column）駆動部を説明するための図面である。図８に
示されたように、カラム（column）駆動部１２２は、データ電圧生成部１２２ａ、スイッ
チング部１２２ｂ、及び検出データ生成部１２２ｃを含む。以下では、説明の便宜上、図
６及び図８を参照してカラム（column）駆動部を説明することにする。
【００７３】
　データ電圧生成部１２２ａは、表示モードによるデータ制御信号ＤＣＳが入力されると
、タイミング制御部１２６から供給される補正データＤＡＴＡをデータ電圧Ｖｄａｔａに
変換してデータラインＤｉに供給する。また、データ電圧生成部１２２ａは、検出モード
によるデータ制御信号ＤＣＳが入力されると、タイミング制御部１２６から供給される検
出用画素データＤＡＴＡを検出用データ電圧Ｖｄａｔａに変換してデータラインＤｉに供
給する。
【００７４】
　このために、データ電圧生成部１２２ａは、サンプリング信号を生成するシフトレジス
タ、サンプリング信号によって入力されるデータＤＡＴＡをラッチするラッチ部、複数の
基準ガンマ電圧を用いて複数の階調電圧を生成する階調電圧生成部、複数の階調電圧のう
ちラッチされたデータＤＡＴＡに対応する階調電圧をデータ電圧Ｖｄａｔａとして選択し
て出力するデジタル－アナログ変換部、及びデータ電圧Ｖｄａｔａを出力する出力部を含
むことができる。
【００７５】
　スイッチング部１２２ｂは、表示モードによるタイミング制御部１２６の制御によって
基準電圧Ｖｒｅｆを検出ラインＭｉに供給する。また、スイッチング部１２２ｂは、検出
モードによるタイミング制御部１２６の制御によってプリチャージング電圧Ｖｐｒｅを検
出ラインＭｉに供給した後、検出ラインＭｉをフローティングさせ、その後検出ラインＭ
ｉを検出データ生成部１２２ｃに接続させる。例えば、スイッチング部１２２ｂはデマル
チプレクサから構成されることができる。
【００７６】
　検出データ生成部１２２ｃは、検出モード時にスイッチング部１２２ｂのスイッチング
によって検出ラインＭｉに接続されると、検出ラインＭｉに充電された電圧を検出し、検
出された電圧（Vsen）に対応するデジタル形態の検出データＤｓｅｎを生成してタイミン
グ制御部１２６に提供する。
【００７７】
　図９は、図６に示されたタイミング制御部を説明するための図面である。図９に示され
たように、タイミング制御部１２６は、制御信号生成部１２６ａ、第１及び第２格納部Ｍ
１，Ｍ２、データ処理部１２６ｂ、検出モード決定部１２６ｃ、及びスケジューリング部
１２６ｄを含む。以下では、説明の便宜上、図６及び図９を参照してタイミング制御部１
２６を説明することにする。
【００７８】
　制御信号生成部１２６ａは、外部から入力されるタイミング同期信号ＴＳＳに基づいて
表示モードまたは検出モードに対応するデータ制御信号ＤＣＳとゲート制御信号ＧＣＳを
生成し、データ制御信号ＤＣＳをカラム（column）駆動部１２２に供給すると同時にゲー
ト制御信号ＧＣＳをロウ（row）駆動部１２４に供給する。
【００７９】
　特に、本発明による制御信号生成部１２６ａは、検出モード決定部１２６ｃから検出モ
ード開始信号が転送されるとタイミング同期信号に基づいて検出モードに対応するデータ
制御信号ＤＣＳ及びゲート制御信号ＧＣＳを生成し、検出モード終了信号が転送されると
タイミング同期信号に基づいて表示モードに対応するデータ制御信号ＤＣＳ及びゲート制
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御信号ＧＣＳを生成する。
【００８０】
　この時、制御信号生成部１２６ａは、検出モードに対応するゲート制御信号ＧＣＳ生成
時にスケジューリング部１２６ｄにより決定された各水平ラインの検出順序に基づいてゲ
ート制御信号ＧＣＳを生成することによって、検出順序に該当する水平ラインに含まれて
いる画素Ｐの駆動トランジスタＤＴ特性のみ検出されるようにすることができる。
【００８１】
　第１格納部Ｍ１には表示パネル１１０の画素Ｐそれぞれに対する補償データＣｄａｔａ
が画素配置構造に対応するようにマッピングされている。このような補償データＣｄａｔ
ａは、光学輝度測定装置による光学輝度測定方法によって生成されるものであって、本発
明による表示パネル１１０の各画素Ｐに同一のテストパターンを表示して各画素Ｐの輝度
を測定し、測定された各画素Ｐの輝度値とテストパターンによる基準輝度値の偏差を補償
するために設定された画素別補償値になることができる。この時、第１格納部Ｍ１に格納
された補償データＣｄａｔａは更新されないことが好ましい。
【００８２】
　第２格納部（M２）には本発明の検出モードに応じてカラム（column）駆動部１２２に
より検出された画素Ｐそれぞれに対する初期検出データＤｓｅｎ’が画素配置構造に対応
するようにマッピングされている。初期検出データＤｓｅｎ’は、表示パネル１１０の出
荷時点（または初期駆動時点）に前述した検出モードの遂行を通じて検出された表示パネ
ル１１０の全ての画素Ｐに対する駆動トランジスタＤＴの特性に対応する電圧値になるこ
とができる。
【００８３】
　データ処理部１２６ｂは、上記したような検出モードによってカラム（column）駆動部
１２２から提供された各画素Ｐの検出データＤｓｅｎと第２格納部（M２）に格納された
各画素Ｐの初期検出データＤｓｅｎ’を比較し、その偏差が基準偏差範囲内である場合、
第１格納部Ｍ１に格納された各画素の補償データＣｄａｔａに基づいて外部から入力され
る入力データＩｄａｔａを補正して補正データＤＡＴＡを生成し、生成された補正データ
ＤＡＴＡをカラム（column）駆動部１２２に供給する。
【００８４】
　一方、データ処理部１２６ｂは、各画素Ｐの検出データＤｓｅｎと初期検出データＤｓ
ｅｎ’の偏差が基準偏差範囲を超える場合、各画素Ｐの検出データＤｓｅｎと初期検出デ
ータＤｓｅｎ’の偏差と各画素の補償データＣｄａｔａに基づいて入力データＩｄａｔａ
を補正して補正データＤＡＴＡを生成し、生成された補正データＤＡＴＡをカラム（colu
mn）駆動部１２２に供給する。
【００８５】
　このような、データ処理部１２６ｂは、検出データＤｓｅｎに基づいて各画素Ｐの駆動
トランジスタＤＴの特性変化による電流変化量を推測して補償値を決定し、補償値に応じ
て入力データＩｄａｔａを補正して補正データＤＡＴＡを生成する。従って、各画素Ｐの
発光素子ＯＬＥＤは、補正データＤＡＴＡにより駆動トランジスタＤＴの特性変化が補償
されたデータ電圧Ｖｄａｔａによって最初入力データＩｄａｔａに対応する輝度に発光す
るようになる。
【００８６】
　検出モード決定部１２６ｃは、センサ部１３０から転送されるセンシング結果に応じて
検出モードを開始及び終了するか否かを決定し、検出モードの開始信号または検出モード
の終了信号を生成して制御信号生成部１２６ａに転送する。
【００８７】
　一実施例において、検出モード決定部１２６ｃは、センサ部１３０によって表示パネル
１１０の周囲に使用者が存在しないものと判断されると、検出モードの開示を決定し、そ
れによって検出モード開始信号を生成して制御信号生成部１２６ａに転送する。
【００８８】
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　その後、センサ部１３０によって表示パネル１１０の周囲に使用者が存在するものと判
断されると、検出モード決定部１２６ｃは、検出モード終了信号を生成して制御信号生成
部１２６ａに転送する。
【００８９】
　この時、検出モード開始信号はハイレベルを有するパルス信号で、検出モード終了信号
はロウレベルを有するパルス信号であることができる。スケジューリング部１２６ｄは、
検出モードの遂行時に表示パネル１１０に含まれた各水平ライン別に駆動トランジスタＤ
Ｔの特性検出のための検出順序を決定する。一実施例において、スケジューリング部１２
６ｄは、表示パネル１１０の各水平ラインに含まれた画素の輝度及び周波数成分によって
各水平ライン別に駆動トランジスタＤＴの特性を検出するための検出順序を決定すること
ができる。
【００９０】
　例えば、スケジューリング部１２６ｄは、各水平ラインを各水平ラインに含まれた画素
Ｐの平均輝度順に羅列し、各水平ラインに含まれた画素Ｐの平均輝度が高い水平ラインか
ら低い水平ライン順に順次検出順序を決定することができる。
【００９１】
　他の例として、スケジューリング部１２６ｄは、各水平ラインに含まれた画素Ｐの輝度
値を周波数成分に変換した時に最も高い周波数成分を各水平ラインの代表周波数値に決定
し、代表周波数値が高い水平ラインから低い水平ライン順に順次検出順序を決定すること
ができる。
【００９２】
　スケジューリング部１２６ｄは、決定された検出順序を制御信号生成部１２６ａに転送
することによって、制御信号生成部１２６ａが決定された検出順序によってゲート制御信
号ＧＣＳを生成できるようにする。
【００９３】
　再び図６を参照すると、センサ部１３０は、多様なセンサを用いて表示パネル１１０の
周囲に使用者が存在するか否かをセンシングし、センシング結果をパネル駆動１２０に伝
達する。一実施例において、センサ部１３０は、熱センサ、赤外線センサ、及びフォトセ
ンサのうち少なくとも１つを用いて表示パネル１１０の周囲に使用者が存在するか否かを
センシングすることができる。
【００９４】
　以下、図１０及び図１１を参照して表示モードによる有機発光装置の動作と検出モード
による有機発光装置の動作について簡略に説明する。図１０は、上述した有機発光表示装
置の表示モード時の駆動波形を示す波形図である。図１０を図６及び図８と関連付けて図
８に示された１つの画素Ｐに対する表示モードの動作を説明すると次の通りである。
【００９５】
　まず、前述したタイミング制御部１２６は、カラム（column）駆動部１２２から提供さ
れた各画素Ｐの検出データＤｓｅｎに基づいて入力データＩｄａｔａを補正し、補正デー
タＤＡＴＡを生成する。そして、タイミング制御部１２６は、カラム（column）駆動部１
２２とロウ（row）駆動部１２４それぞれの駆動タイミングを制御して画素Ｐをデータ充
電期間ｔ１及び発光期間ｔ２に駆動する。
【００９６】
　データ充電期間ｔ１においては、前述したロウ（row）駆動部１２４によってゲートオ
ン電圧レベルの第１及び第２ゲート信号ＧＳａ，ＧＳｂが第１及び第２ゲートラインＧａ
、Ｇｂそれぞれに供給され、前述したカラム（column）駆動部１２２によって補正データ
ＤＡＴＡから変換されたデータ電圧ＶｄａｔａがデータラインＤｉに供給されると同時に
基準電圧Ｖｒｅｆが検出ラインＭｉに供給される。
【００９７】
　これによって、各画素Ｐの第１及び第２スイッチングトランジスタＳＴ１，ＳＴ２それ
ぞれがゲートオン電圧レベルの第１及び第２ゲート信号ＧＳａ，ＧＳｂによりターン－オ
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ンされることによって第１ノードｎ１にはデータ電圧Ｖｄａｔａが供給され、第２ノード
ｎ２の電圧は基準電圧Ｖｒｅｆとして初期化される。従って、第１ノードｎ１と第２ノー
ドｎ２に接続されたキャパシタＣｓｔは、データ電圧Ｖｄａｔａと基準電圧Ｖｒｅｆの差
電圧Ｖｄａｔａ-Ｖｒｅｆに充電される。
【００９８】
　続いて、発光期間ｔ２においては、ロウ（row）駆動部１２４によってゲートオフ電圧
レベルの第１及び第２ゲート信号ＧＳａ，ＧＳｂが第１及び第２ゲートラインＧａ、Ｇｂ
それぞれに供給される。これによって、発光期間ｔ２においては各画素Ｐの第１及び第２
スイッチングトランジスタＳＴ１，ＳＴ２それぞれがゲートオフ電圧レベルの第１及び第
２ゲート信号ＧＳａ，ＧＳｂによりターン－オフされることによって駆動トランジスタＤ
ＴがキャパシタＣｓｔに格納された電圧によりターン－オンされる。
【００９９】
　従って、ターン－オンされた駆動トランジスタＤＴは、下記式１のように、データ電圧
Ｖｄａｔａと基準電圧Ｖｒｅｆの差電圧Ｖｄａｔａ-Ｖｒｅｆにより決定されるデータ電
流Ｉｏｌｅｄを発光素子ＯＬＥＤに供給することによって、発光素子ＯＬＥＤが駆動電源
ライン（PL）からカソード電極に流れるデータ電流Ｉｏｌｅｄに比例して発光されるよう
にする。即ち、発光期間ｔ２において、第１及び第２スイッチングトランジスタＳＴ１，
ＳＴ２がターン－オフされると、駆動トランジスタＤＴに電流が流れ、この電流に比例し
て発光素子ＯＬＥＤが発光を開始しながら第２ノードｎ２の電圧が上昇するようになり、
キャパシタＣｓｔにより第２ノードｎ２の電圧が上昇した分第１ノードｎ１の電圧が上昇
することによってキャパシタＣｓｔの電圧により駆動トランジスタＤＴのゲート－ソース
電圧（Vgs）が持続的に維持され、発光素子ＯＬＥＤが次のデータ充電期間ｔ１まで発光
を持続するようになる。
【０１００】
【数１】

【０１０１】
　式１において、「ｋ」は比例定数であって，駆動トランジスタＤＴの構造と物理的特性
により決定される値であり、駆動トランジスタＤＴの移動度（mobility）及び駆動トラン
ジスタＤＴのチャネル幅Ｗとチャネル長Ｌの比である「Ｗ／Ｌ」などによって決定される
ことができる。
【０１０２】
　式１のように、発光期間ｔ２の間に発光素子ＯＬＥＤに流れるデータ電流Ｉｏｌｅｄは
、駆動トランジスタＤＴの特性変化が補償された補正データＤＡＴＡから変換されたデー
タ電圧Ｖｄａｔａによって駆動トランジスタＤＴの特性変化に影響を受けず、単にデータ
電圧Ｖｄａｔａと基準電圧Ｖｒｅｆの差によって決定されるものであることが分かる。
【０１０３】
　従って、本発明の一例による有機発光表示装置は、表示モード時に画素Ｐの駆動トラン
ジスタＤＴの特性に対応する検出データＤｓｅｎが反映された補正データＤＡＴＡにより
画素Ｐを駆動することによって、画素Ｐの駆動トランジスタＤＴの特性変化の偏差を周期
的またはリアルタイムで補償することができる。
【０１０４】
　図１１は、上述した有機発光表示装置の検出モード時の駆動波形を示す波形図である。
図１１を図６及び図８と関連づけて図８に示された１つの画素Ｐに対する検出モードの動
作を説明すると次の通りである。
【０１０５】
　まず、センサ部１３０のセンシング結果に応じて検出モードの開示が決定されると、前
述したタイミング制御部１２６は、前述したカラム（column）駆動部１２２とロウ（row
）駆動部１２４それぞれの駆動タイミングを制御して画素Ｐを初期化期間ｔ１、検出電圧
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充電期間ｔ２、及び電圧検出期間ｔ３に駆動する。
【０１０６】
　初期化期間ｔ１においては、ロウ（row）駆動部１２４によってゲートオン電圧レベル
の第１及び第２ゲート信号ＧＳａ，ＧＳｂが第１及び第２ゲートラインＧａ、Ｇｂに供給
され、カラム（column）駆動部１２２によって検出用画素データＤＡＴＡから変換された
検出用データ電圧ＶｄａｔａがデータラインＤｉに供給されると同時にプリチャージング
電圧Ｖｐｒｅが検出ラインＭｉに供給される。
【０１０７】
　これによって、各画素Ｐの第１及び第２スイッチングトランジスタＳＴ１，ＳＴ２それ
ぞれがゲートオン電圧レベルの第１及び第２ゲート信号ＧＳａ，ＧＳｂによりターン－オ
ンされることによって第１ノードｎ１にはデータ電圧Ｖｄａｔａが供給され、第２ノード
ｎ２の電圧はプリチャージング電圧Ｖｐｒｅとして初期化されることによって、キャパシ
タＣｓｔにはデータ電圧Ｖｄａｔａとプリチャージング電圧Ｖｐｒｅの差電圧Ｖｄａｔａ
－Ｖｐｒｅが充電される。
【０１０８】
　続いて、検出電圧充電期間ｔ２においては、ロウ（row）駆動部１２４によってゲート
オン電圧レベルの第１及び第２ゲート信号ＧＳａ，ＧＳｂが第１及び第２ゲートラインＧ
ａ、Ｇｂに供給され、カラム（column）駆動部１２２の駆動によって検出用データ電圧Ｖ
ｄａｔａがデータラインＤｉに継続して供給されると同時に検出ラインＭｉがフローティ
ングされる。これにより、検出電圧充電期間ｔ２においては、検出用データ電圧Ｖｄａｔ
ａによって駆動トランジスタＤＴがターン－オンされ、ターン－オンされた駆動トランジ
スタＤＴに流れる電流に対応する電圧がフローティング状態の検出ラインＭｉに充電され
る。この時、検出ラインＭｉには駆動トランジスタＤＴの特性のうち１つであるしきい値
電圧に対応する電圧が充電される。
【０１０９】
　続いて、電圧検出期間ｔ３においては、ロウ（row）駆動部１２４によってゲートオフ
電圧レベルの第１ゲート信号ＧＳａが第１ゲートラインＧａに供給されると同時にゲート
オン電圧レベルの第２ゲート信号ＧＳｂが第２ゲートライＧｂに供給され、フローティン
グされた検出ラインＭｉがカラム（column）駆動部１２２に再度接続される。これにより
、電圧検出期間ｔ３の間、カラム（column）駆動部１２２は、接続された検出ラインＭｉ
に充電された電圧を検出し、検出された電圧、即ち駆動トランジスタＤＴのしきい値電圧
に対応する電圧を検出データＤｓｅｎに変換してタイミング制御部１２６に提供する。
【０１１０】
　一方、タイミング制御部１２６は、検出モードを通じて各画素Ｐの駆動トランジスタＤ
Ｔのしきい値電圧を検出した後、各画素Ｐの駆動トランジスタＤＴの移動度を検出するた
めに検出モードを再遂行することができる。この場合、タイミング制御部１２６は、前述
した検出モードを同一に行うものの、各画素Ｐの第１スイッチングトランジスタＳＴ１が
初期化期間ｔ１の間にのみターン－オンされ、検出用データ電圧Ｖｄａｔａが初期化期間
ｔ１の間にのみ供給されるようにカラム（column）駆動部１２２とロウ（row）駆動部１
２４それぞれを制御する。
【０１１１】
　これにより、検出モードの再遂行時に、検出電圧充電期間ｔ２においては第１スイッチ
ングトランジスタＳＴ１のターン－オフにより駆動トランジスタＤＴのゲート－ソース電
圧がいずれも上昇することによってキャパシタＣｓｔの電圧により駆動トランジスタＤＴ
のゲート－ソース電圧が維持され、駆動トランジスタＤＴの流れる電流に対応する電圧、
即ち駆動トランジスタＤＴの移動度に対応する電圧がフローティングされた検出ラインＭ
ｉに充電される。そして、検出モードの再遂行時に、カラム（column）駆動部１２２は、
検出ラインＭｉに充電された電圧、即ち駆動トランジスタＤＴの移動度に対応する電圧を
検出し、検出された電圧を検出データＤｓｅｎに変換してタイミング制御部１２６に提供
する。
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【０１１２】
　このように、本発明は、センサ部１３０により表示パネル１１０の周囲に使用者が存在
しない場合にのみ検出モードを遂行することによって、複数の検出ライン（M１～Mi）そ
れぞれを通じて各画素Ｐの駆動トランジスタＤＴの特性に対応する検出データＤｓｅｎを
生成し、全ての画素の駆動トランジスタＤＴの特性に対応する検出データの生成が完了す
ると、これを入力データＩｄａｔａに反映させて画素Ｐを駆動することによって入力デー
タの補償による画面の不均一性を使用者が認知できなくすることができる。
【０１１３】
　以下では、図１２を参照して本発明の一実施例による有機発光装置の動作方法を説明す
る。図１２は、本発明の一実施例による有機発光装置の動作方法を示すフローチャートで
ある。
【０１１４】
　まず、表示パネルに電源を印加して表示パネルを駆動させる（Ｓ１２００）。その後、
駆動中の表示パネルの周囲に使用者が存在するか否かを判断する（Ｓ１２１０）。一実施
例において、駆動中の表示パネルの周囲に使用者が存在するか否かは、熱センサ、赤外線
センサ、及びフォトセンサのうち少なくとも１つを用いて判断することができる。
【０１１５】
　例えば、熱センサを用いる場合、熱センサによって感知される温度変化を用いて表示パ
ネルの周囲に使用者が存在するか否かを判断するようになる。他の例として、フォトセン
サを用いる場合、フォトセンサを用いて撮影されたＮ－１番目のイメージとＮ番目のイメ
ージを比較して表示パネルの周囲に使用者が存在するか否かを判断するようになる。Ｓ１
２１０の判断結果、表示パネルの周囲に使用者が存在するものと判断されると、表示パネ
ルを表示モードに動作させ、表示パネルの各画素に含まれた発光素子にデータ電圧に対応
するデータ電流を供給して発光素子を発光させる（Ｓ１２２０）。Ｓ１２１０の判断結果
、表示パネルの周囲に使用者が存在しないものと判断されると、表示パネルを検出モード
に動作させ、表示パネルに含まれた各画素の駆動トランジスタのしきい値電圧及び移動度
のうち少なくとも１つを含む駆動トランジスタの特性を検出する（S１２３0）。
【０１１６】
　一実施例において、駆動トランジスタの特性検出は表示パネルに含まれた各水平ライン
別に予め決定されている検出順序によって各水平ライン別に遂行されることができる。従
って、図１２には図示されていないが、本発明の一実施例による有機発光装置の動作方法
は各水平ライン別検出順序を決定する過程をさらに含むことができる。
【０１１７】
　この時、各水平ライン別に予め決定されている検出順序は、各水平ラインに含まれた画
素の輝度及び周波数成分によって決定されることができる。具体的には、各水平ラインに
含まれた画素の平均輝度順序によって検出順序を決定する場合、検出順序は各水平ライン
に含まれた画素の平均輝度が高い水平ラインから低い水平ライン順に決定される。
【０１１８】
　また、各水平ラインに含まれた画素の周波数成分によって検出順序を決定する場合、検
出順序は各水平ラインの代表周波数値が高い水平ラインから低い水平ライン順に決定され
る。この時、各水平ラインの代表周波数値は、各水平ラインに含まれた画素の輝度値を周
波数成分に変換した時に最も高い周波数成分を意味する。
【０１１９】
　次に、全ての画素の駆動トランジスタの特性検出が完了されたか否かを判断し（Ｓ１２
４０）、完了されたら検出された駆動トランジスタの特性に応じて入力データを補償して
データ電圧を生成する（Ｓ１２５０）。
【０１２０】
　その後、Ｓ１２５０において生成されたデータ電圧に対応するデータ電流を表示パネル
に含まれた発光素子に供給して発光素子を発光させる（Ｓ１２２０）。一方、Ｓ１２４０
の判断結果、各水平ラインに含まれた全ての画素の駆動トランジスタの特性検出が完了さ
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インに含まれた画素の駆動トランジスタの特性検出のみが完了された状態で使用者が戻っ
て表示パネルの周囲に使用者が再度存在するものと判断されると、駆動トランジスタの特
性検出は停止され、Ｓ１２２０に進行して表示パネルを表示モードに駆動させるようにな
る。
【０１２１】
　その後、再度表示パネルの周囲に使用者が存在しないものと判断されると、検出順序に
基づいて検出が完了された水平ラインの次回の水平ラインに含まれた画素の駆動トランジ
スタ特性を検出するようになる。
【０１２２】
　上述した有機発光装置の駆動方法は、多様なコンピュータ手段を用いて遂行されること
ができるプログラム形態でも具現されることができる。この時、バッテリの充放電制御方
法を遂行するためのプログラムは、ハードディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ、ロム（ＲＯ
Ｍ）、ＲＡＭ、またはフラッシュメモリのようなコンピュータで読み出すことができる記
録媒体に格納される。
【０１２３】
　本発明の属する技術分野の当業者は上述した本発明がその技術的思想や必須の特徴を変
更することなく他の具体的な形態で実施されることができるということを理解できるであ
ろう。
【０１２４】
　従って、以上において記述した実施例は全ての側面において例示的なものであり、限定
的なものではないものと理解されなければならない。本発明の範囲は、上記詳細な説明よ
りは後述する特許請求の範囲によって表され、特許請求の範囲の意味及び範囲そしてその
等価概念から導き出される全ての変更または変形された形態が本発明の範囲に含まれるも
のと解釈されなければならない。
【符号の説明】
【０１２５】
１１０：表示パネル
１２０：パネル駆動部
１２２：カラム（column）駆動部
１２４：ロウ（row）駆動部
１２６：タイミング制御部
１３０：センサ部
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摘要(译)

公开了一种有机发光显示装置，其能够补偿驱动晶体管的特性的变化，包括包括多个像素的显示面板，每个像素具有用于操作发光
装置以产生发光的驱动晶体管。器件发射光，其数据电流对应于数据电压;用于检测驱动晶体管的特性的面板驱动器，包括在显示面
板周围不存在用户的时间段期间包括在每个像素中的驱动晶体管的迁移率和阈值电压中的至少一个，通过补偿输入数据产生补偿的
输入数据根据特征检测后的特性完成，并通过使用补偿后的输入数据生成数据电压;以及传感器，用于感测显示面板周围是否存在用
户，并将感测结果提供给面板驱动器。
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